
1

IFAFの活動及び国際試合

JAFA 国際部
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IFAF

1998年設立

 加盟国10カ国：オーストラリア、フィンランド、フランス、アイルランド、イタリ
ア、日本、韓国、メキシコ、スウェーデン、スペイン

歴代理事長

 初代理事長 1998年 笹田英次

 ２代理事長 1999～2005年 Frederic Paquet (France)

 ３代理事長 2006年～現在 Tommy Wiking (Sweden)

IFAF: International Federation of American Football

４つの大陸連盟・・・56カ国

 AFAF : Asian Federation of American Football (5)

 EFAF : European Federation of American Football (32)

 OFAF : Oceania Federation of American Football (3)

 PAFAF : Pan American Federation of American Football (16)
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IFAF加盟国一覧

PAFAF(16)
汎アメリカ連盟
Argentina
Bahamas
Brazil
Canada
Chile
Colombia
Costa Rica
Guatemala
Honduras
Mexico
Nicaragua
Panama
Paraguay
United States
Uruguay
Venezuela

Luxembourg
Moldova
Netherlands
Norway
Poland
Portugal
Romania
Russia
Serbia
Slovakia
Slovenia
Spain 
Sweden
Switzerland
Turkey
Ukraine

EFAF(32)
欧州連盟
Austria
Belarus
Belgium
Bulgaria
Croatia
Czech Republic
Denmark
Estonia
Finland
France
Germany
Great Britain
Greece
Hungary
Ireland
Italy

AFAF(5)
アジア連盟
India
Israel
Japan
South Korea
Thailand

OFAF(3)
オセアニア連盟
American Samoa
Australia
New Zealand
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IFAF

IFAFが主催する国際試合

Senior World Championship
Junior World Championship
Women’s Senior World Championship
Senior Flag Football World Championship

IFAFが支援した国際試合

NFL Global Junior Championship (1997-2007)
NFL Flag Football World Championship (2000-2007)
World Games 2005 @ Duisburg, Germany

IFAFの目標・・・国際スポーツコミュニティから認められる団体となること

IOC (International Olympic Committee) の認証

GAISF (General Association of International Sports Federation)
GAISF：国際スポーツ連盟機構、2003年準加盟、2005年正式加盟

2007年、IFAFはNFL Youth Football Fund 及びNFL Players Associationの
支援を受け、地球規模のアメリカンフットボール普及活動を開始した。
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国際試合

Senior World Championship

1位 アメリカ

2位 日本

3位 ドイツ

4位 スウェーデン

5位 韓国

6位 フランス

1位 日本

2位 メキシコ

3位 ドイツ

4位 フランス

1位 日本

2位 メキシコ

3位 スウェーデン

4位 イタリア

5位 オーストラリア

6位 フィンランド

試合成績

日本・川崎ドイツ・フランクフルトイタリア・パレルモ開催国・都市

2007年7月7日～15日2003年7月10日～12日1999年6月28日～7月4日開催期間

第３回大会第２回大会第1回大会

第１回大会：延長節で日本がメキシコを６－０で破り、初代チャンピオンに！

第２回大会：決勝は再びメキシコとの対戦となり、３４－１４でチャンピオンの座を守る！

第３回大会：初めてアメリカが参加。日本との決勝では、同点･タイブレイクの末、アメリ
カが勝利。

第４回大会：2011年にオーストリアで開催される予定です。
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Junior World Championship 2009（U19）

開催地：アメリカ合衆国オハイオ州キャントン

参加国：8カ国
第１ランク・・・カナダ
第２ランク・・・アメリカ
第３ランク・・・メキシコ
第４ランク・・・日本
第５ランク・・・ドイツ
第６ランク・・・スウェーデン
第７ランク・・・フランス
第８ランク・・・ニュージーランド

日本代表チームの活躍は世界の注目を浴びた
第１戦 日本 １０－７ ドイツ
準決勝 日本 ３５－３８ カナダ
3位決定戦 日本４２－２７ メキシコ

日本代表チーム・・・フェアプレイ賞
山嵜監督・・・最優秀ヘッドコーチ賞

第2回JWC・・・2012年開催予定（場所未定）
第3回JWC・・・2014年開催予定（場所未定）

国際試合
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Women’s World Championship

開催地：スウェーデン・ストックホルム市、Zinkensdamms IP Stadium

開催日：2010年6月26日～7月4日

参加国：６カ国
グループＡ アメリカ

オーストリア
フィンランド

グループB カナダ
ドイツ
スウェーデン

日本は選手数が不足したため参加を見合わせた

IOCの承認種目となるには、男女がともに参加できるスポーツであることが
条件となっている。

2008年 フィンランド 64 － 0 スウェーデン ＠フィンランド

2009年 フィンランド 36 － 6 スウェーデン ＠スウェーデン

国際試合
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普及活動

「指導者の育成」は、普及活動の最優先課題

アメリカからコーチを各国に派遣するのはコストが掛かりすぎる

各国でコーチを指導する立場の人をアメリカで教育・研修する

⇒ Train the Trainer Programを企画

⇒ 日本がTrain the Trainer Programに賛同して2010年1月に実施

「競技人口の拡大」・・・ユースレベルの普及活動

年齢に応じた指導方法を確立する必要がある・・・

⇒ Long Term Athlete Development Program を確立する

⇒ フットボールカナダが作成した“Football for Life”を加盟国に配布

フラッグフットボールの普及

ルールの標準化

指導方法の標準化
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Football for LIFE by Football Canada

FUNdamentals：6－9（男） 6－8（女）
タックル、フラッグ、タッチ（6対6）

Active Start：0～6
フラッグ、タッチ

Learn to Train：10－12（男）9－11（女）
タックル、フラッグ、タッチ（6対6）

Train to Train：12－16（男）11－15（女）

タックル、フラッグ、タッチ

Learn to Compete：16－18（男）15－17（女）

タックル、フラッグ、タッチ

Train to Compete：Age17+ / 7-10 Seasons
タックル、フラッグ、タッチ

Learn to Win：Age18+ / 10+ Seasons
タックル、フラッグ、タッチ

Train to Win：Age 21＋/ 10+ Seasons
タックル、フラッグ、タッチ


